
記載例 記載上の注意点

①

②

【①について】
申出は原則支援給付を受給していた当時の世帯主が行ってくだ

さい。
申出日時点で当時の世帯主が死亡している場合、配偶者の現住

所及び氏名を記載してください。
本申出書について、世帯主の方が記載困難等特段の事情がある

場合は、世帯主以外の方による代筆が可能です。申出権者による
申出が困難な場合で、代理人が申出するときは、別途委任状を添
付してください。
点線枠内について申出日時点で千葉市にて支援給付を受給して

いる方は をいれてください。

【②について】
・受給期間が複数ある場合は、受給期間ごとに申出書を作成して
ください。世帯主の変更や世帯員の増減が発生した場合の記載方
法についてはコールセンターへお問合せください。

・受給期間について、わかる範囲で記載をお願いします。受給期
間が不明な場合でも各区社会援護課や本庁相談窓口へ問い合わせ
る必要はありません。本人確認が出来る場合には市の保有する
データで算定します。

・廃止時の世帯構成で申出書を記載してください。

・受給期間中に氏名の変更があった場合、余白を用いて、変更前、
変更後の氏名を記載するとともに、同一人物であることがわかる
ように「●●と同一」と記載してください。
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③

④

⑤

【③について】
本人確認及び追加給付額算定のため記載をしてください。
なお、当項目に当時の居所及び期間のどちらも記載できない場合等

は、受給期間の確認が困難であることから、該当する期間の分は不支
給となることがあります。

千葉市で現在支援給付受給の方については④以降の記載は不要です。
支援給付証明書及び戸籍謄本などの添付も不要となります。

【④について】

ゆうちょ銀行は８桁、それ以外の銀行口座については７桁の口
座番号を記載してください。

【⑤について】
原則申出者連絡をいたしますが、申出者へ連絡がつかないとき
に連絡するのに使用いたします。御親族への連絡を希望される場
合は、日中連絡可能な連絡先を記載してください。
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⑦

⑧

【⑦について】
死亡した世帯主や配偶者については「５.加算等の申出」の記載

は不要です。

【⑧について】
期間・医療機関名、施設名はわかる範囲で記載をお願いします。

不明な場合でも各区社会援護課や本庁相談窓口へ問い合わせる必
要はありません。本人確認ができる場合には市の保有するデータ
で算定します。

⑨

【⑨について】
・加算状況はわかる範囲で記載をお願いします。
不明な場合でも各区社会援護課や本庁相談窓口へ問い合わせる
必要はありません。本人確認ができる場合には市の保有するデー
タで算定します。

・提出された挙証資料と市データに相違があった場合、確認のた
め連絡することがあります。

※挙証資料の添付がない場合は、市の保有するデータで算定しま
す。
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⑩

【⑩について】※⑨と同様
・加算状況はわかる範囲で記載をお願いします。
不明な場合でも各区社会援護課や本庁相談窓口へ問い合わせる

必要はありません。本人確認ができる場合には市の保有するデー
タで算定します。

・提出された挙証資料と市データに相違があった場合、確認のた
め連絡することがあります。

※挙証資料の添付がない場合は、市の保有するデータで算定しま
す。
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【⑪について】
・申出書提出年月日と同日で記載してください。

・申出者の住所と氏名を記載してください。

⑪
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【添付書類に係る留意点】
・提出する戸籍謄本は原本・コピーともに受付可能です。

・第三者請求について
第三者請求とは本人や同一戸籍（または住民票）に属する人以

外の第三者（個人や法人）が、他人の戸籍謄本や住民票の写しな
どを市区町村の窓口に請求できる制度です。
第三者請求をする場合、千葉市では各区市民総合窓口課もしく

はいつでも手続きできる便利なオンライン申請を是非ご利用くだ
さい。市のオンライン手続きに関する情報は「電子行政サービ
ス」をご覧ください。

・刑務所入所者は戸籍謄本に代えて在所証明書でも受付可能です。

【⑫について】
・申出書を提出する前に、チェック欄を活用し、提出漏れ・記載
漏れがないよう確認してください。⑫


